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日にわた予西ドイツのミュンヘンで開催された，第18，.12S月7年1981本書辻 
7田昌捺脳神経外科学会の講頭集である。 66の国より 800余の論文が発表された
が， 50の代表的論文が選ばれている。この学会は 4年毎に関擢されているが， こ
の諜にしっか予した講演集となったのは今国がはじめてであ!J，編集者の M. 
Brock教授 (FreieUniversitat，Berlin)は単主る abook of proceedingでは主主
く areference volumeにし， かっ瀦神経外科の進歩が一見して理解できるよう
に鋸集したという。
内容は以下の10分野iこ分かれ，各分野に 5 6の論文がおさめられている。そ，. 
れぞれの分野において，この学会で注目されている進歩をまとめる。
§技術的進歩診新技術に関するものが4編と手術手技に関するものが 2編
あるが，脳神経外科領域における診断技術の進歩の著しさを示すように， Positron 
Emission Tomography (PET)や Ultrasonographyの論文がとりあげられてい
る。 PETに関するものは挺ontrealの 68Ga-EDTAによるもので脳麗蕩につい
てX線 CTやこれまで、の99IDTc-pertechnetateの成譲と比較している。手術手技 
iこ関しては CO2-microlaserがと予あげられている。 
@ 頭部外傷-集中治療 6編の論文のうち 4編は頭蓋内圧にかかわるもので
あり，組iこ，近年注巨されている大量パルピツレート治療や，抗生物質の髄液移
.行を論ずるものがおさめられている。重症頭部外傷は，頭蓋内圧をモニターしな
がら薬物療法で急性期をのり切ろうとするのが近年の世界的なすう勢であるが，
その効果については結論がえられていない controversialな分野である。
③脳腫蕩の化学療法 5編の論文の中で、， San Franciscoからは化学療法に
対する脳腫蕩の resistanceについて述べられている。悪性脳撞蕩が化学療法に充
分反応しないのは，薬弗jが充分に到達しない， cell cycle上感受性のない phase
にあるJ‘inherent"cellular resistanceの3つの要素があげられるが，最後の要
素についてヒト脳腫療と BCNUについて行われた研究である。
舎 下重体部の手術手錆手技iこ関しては経蝶形骨的到達法iこ関するものが大
部分であ予，この部の腫壌では functionaladenomaが主体となり，均分寺島学的な 
follow・upによ担手請の効果が評価される。
⑤諮室内塵療の手術第3脳室に関するものは 3編，側脳室が 2編，成人の
第4H茜室が 1編である。内分誌、学の発展にともなって第3脳室の麗蕩に対する手
婦が一軍積局的に行われるようになったことを反映している。
告脊髄外傷に関するものが3編と手術手技iこ撰するもの工編，その他，腰
椎病変iこ対する highresolution CT ~こ関するものが 1 編ある。 
(j) 血管外科脳神経外科領域では頭皮の動脈を脳表の動脈iこ吻合させ脳の虚
車をふせぐ手技がさかんに行われてお予これに関するものが5編ある。
③血管撃縮，@ 重主張藩の外科，@ 機能的腿神経外科 それぞれ5編論文
がおさめられている。
以上10の分野と，それにおさめちれた論文を通覧すれば現在の脳神経外科にお
いて注昌されているテーマが自ら明らかにな!J，編集者の意図は成功していると
思 われた。(山滞晶〉
〔千葉医学， 59，248，1983) 
